






天竜川ダム再編事業費等監理委員会 運営要領

第１条（総 則）

本要領は、「中部地方整備局ダム事業費等監理委員会設置要領（平成２１年４月２３日付、

国部整河計第１１号）」第６条の規定に基づき、天竜川ダム再編事業費等監理委員会（以下、

「委員会」という。）の運営に関する必要な事項を定めるものである。

第２条（組 織）

１．委員会は、別紙の委員をもって構成する。

２．委員長は委員の互選によって選出し、委員会を総括するものとする。

３．必要に応じ、委員長の指名する委員を追加することができる。

第３条（所掌事項）

委員長は、事務所長からの要請を請けて委員会を招集するものとする。委員会は、原則とし

て以下の事項について、確認を行うとともに意見を述べるものとする。なお、これ以外の事項

について、事務所長から要請のあった場合には、確認を行うとともに意見を述べるものとする。

１）事業の進捗状況

２）当該年度の予算と事業内容

３）当該年度の目標とスケジュール

４）コスト縮減策の具体的な内容

第４条（委員の任期）

委員の任期は、原則として委嘱のあった日から５年後の年度末までとする。なお、５年以内

に当該事業が完成した場合は、管理に移行する日までとする。

第５条（事務局）

委員会の事務局は、浜松河川国道事務所開発工務課に置くものとする。

第６条（委員長への委任）

この要領に定めるもののほか必要な事項は、委員長が委員会に諮って定めるものとする。

附 則

この運営要領は、平成２１年１１月３０日から適用する。

平成２３年１１月 １日 一部改定。

平成２５年 ８月２８日 一部改定。

平成２６年 ８月２６日 一部改定。

平成２７年 ８月２７日 一部改定。

平成２８年 ８月１８日 一部改定。

平成２９年 ８月 ７日 一部改定。

平成３０年 ８月２１日 一部改定。

天竜川ダム再編事業費等監理委員会
資料－１



別紙

天竜川ダム再編事業費等監理委員会・名簿

委 員

区 分 専門分野 氏 名 所 属

環境経済ｼｽﾃﾑ 小川 芳樹 東洋大学経済学部総合政策学科／教授
お が わ よ し き

学識経験者

公認会計士 髙木 正樹 公認会計士髙木正樹事務所
た か ぎ ま さ き

マスコミ 井上 純 中日新聞社／論説委員
いのうえ じゆん

交通工学 松本 幸正 名城大学理工学部社会基盤デザイン工学
まつもと ゆきまさ

科／教授

ダム維持管理 松尾 直規 中部大学工学部都市建設工学科／教授
ま つ お な お き

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学 内田 裕市 岐阜大学工学部社会基盤工学科/教授
うち だ ゆういち

関係機関等 太田 博文 静岡県交通基盤部河川砂防局長
おお た ひろふみ

星野 仁 電源開発(株)中部支店長代理兼土木グル
ほし の まさし

ープリーダー

（順不同、敬称略）

事務局等

区 分 氏 名 所 属

中部地方整備局 松尾 修 河川部広域水管理官
まつ お おさむ

田中 里佳 浜松河川国道事務所長
た なか り か



天竜川ダム再編事業について

平 成 ３ ０ 年 ８ 月 ２ １ 日
国土交通省 中部地方整備局
浜 松 河 川 国 道 事 務 所

天竜川ダム再編事業費等監理委員会
資料－２
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１．事業の概要

１）流域の概要

天竜川は、幹川流路延長約213km、流域面積
5,090km2の我が国で有数の大河川です。
流域市町村には、約169万人（10市12町15村）の
人々が生活しており、この地域の産業・経済・社会・
文化の基盤の発展を築いてきました。

天竜川の流域概要

流域面積 5,090km2

幹川流路延長 約213km

流域市町村数 10市12町15村

流域市町村人口※ 約166万人

※出典： 平成27年国勢調査（総務省）

佐久間ダム（電源開発(株)S31完成）

愛知県北設楽郡
豊根村

静岡県浜松市
天竜区佐久間町

天竜川ダム再編事業
（佐久間ダム）

天竜川流域図

遠州灘

基準地点：鹿島

凡 例

東海道新幹線

鉄道 （ＪＲ）

鉄道 （私鉄）

高速道路

国道

県境

流域界

基準地点

想定氾濫区域

大臣管理区間

ダム
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２）事業の目的及び計画内容

（２）計画内容

○位置（天竜川水系天竜川）：（右岸）愛知県北設楽郡豊根村 （左岸）静岡県浜松市天竜区佐久間町

○計画内容

＜洪水調節＞
戦後最大規模相当の洪水に対して、佐久間ダム地点において最大約1,100m3/sの洪水調節を行う。

＜堆砂対策＞
恒久堆砂対策施設の整備により、ダム貯水池に流入する土砂をダム下流へ流下させ、洪水調節容量の恒久

的な維持を図る。これにより土砂移動の連続性が確保される。

天竜川ダム再編前後のダムの諸元

佐久間ダム
（再編前）

佐久間ダム
（再編後）※１ 差分※２

形 式
重力式

コンクリートダム
重力式

コンクリートダム
－

堤 高 155.5m 155.5m －

総貯水容量 32,685万m³ 34,300万m³ 1,615万m³増

洪水調節容量 0m³ 5,400万m³ 5,400万m³増

利水容量※ 20,544万m³ 16,760万m³ 3,785万m³減

※１：洪水期の容量を記載

※２：差分は四捨五入の関係により合わない場合がある
※現構造令の名称では、サーチャージ水位

に相当

〈現在の貯水池容量配分図〉 〈再編後の貯水池容量配分図〉
（洪水期：6/1～10/10）

（１）事業の目的

■利水専用の佐久間ダムを有効活用し、新たに洪水調節機能を確保して、天竜川中下流部の洪水氾濫から人々
の暮らしを守る。

利水容量

　洪水期　 167,596 千m3

　非洪水期 205,444 千m3

非越流部高　　EL.270.0m

制限水位　　　EL.255.0m

サーチャージ水位　EL.262.2m

常時満水位　　EL.260.0m

洪水調節容量　54,000 千m
3

最低水位　　　EL.220.0m

死水容量　121,404 千m
3

有効貯水

容量

221,596 千m
3

総貯水容量

343,000 千m
3

堤高

155.5m非越流部高　　EL.270.0m

設計洪水位　　EL.262.2m

　常時満水位　　EL.260.0m

利水容量　205,444 千m
3

最低水位　　　EL.220.0m

死水容量　121,404 千m
3

有効貯水容量

205,444 千m
3

総貯水容量

326,848 千m
3

堤高

155.5m

※

２



２）事業の目的及び計画内容

事業計画概要図

佐久間ダム

【放流設備】
・放流設備の増強

【恒久堆砂対策施設】
・恒久堆砂対策施設の整備により洪水調節機能の維持を図る

【洪水調節容量の確保】
・貯水池運用方法の変更
・貯水池掘削

恒久堆砂対策施設

放流設備の整備

スルーシング

洪水調節容量確保

貯水池掘削

佐久間ダム

秋葉ダム（電源開発（株））

放流能力増強

貯水池運用方法の変更

【堆砂対策】

【洪水調節】

佐久間ダム（電源開発（株））

天竜川ダム再編事業のイメージ

（２）計画内容

３



３）事業の経緯

４

年 月 内 容

平成16年 4月 実施計画調査に着手

平成18年
5月 天竜川ダム再編事業技術工法検討委員会を設立

7月 天竜川ダム再編事業環境検討委員会を設立

平成20年

1月 天竜川ダム再編事業技術工法検討委員会とりまとめ

3月 天竜川ダム再編事業環境検討委員会とりまとめ

7月
天竜川水系河川整備基本方針を策定

天竜川ダム再編事業 排砂工法実証実験検討委員会を設立

平成21年
4月 建設事業に着手

7月 天竜川水系河川整備計画を策定

平成24年 7月

事業評価監視委員会にて審議（事業継続）
対応方針：天竜川の治水安全度の向上のために、新たな洪水調節機能を確保することの重要性に鑑み、
効果の早期発現に向け、事業の進め方を含めた段階的な対応について検討するとともに、引き続き恒久堆
砂対策施設について検討を進めていくこことする。

平成25年 2月
天竜川ダム再編事業 排砂工法実証実験検討委員会（とりまとめ）
吸引方式とその他に考えられる排砂方法を比較検討した上で、佐久間ダムの排砂計画を策定する。

平成28年

2月
天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会（第１回）
（流入土砂の適切な処置が可能な工法について、専門家からの意見・助言を聴くことを目的として設立）

8月
天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会（第2回）

（基本構成を確認するとともに、容量確保、浸水被害の防止等に必要な堆砂対策量を確認）

平成29年

3月
天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会（第3回）

（維持河床の検討、全体構成と概算費用の算出、コスト縮減に向けた技術開発について確認）

11月
天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会（第4回）

（各工程におけるコスト縮減の検討、水理模型実験の結果、今後の模型実験計画について確認）



３）事業の経緯

５

洪水時

平常時

平常時：掘削・浚渫しダム下流のストックヤードへ運搬・集積
洪水時：ダムからの放流水で河川へ還元

恒久堆砂対策工法のイメージ

揚砂場

ストックヤード

ベルトコンベヤ

バックホウ

浚渫船
土運搬船

佐久間ダム

揚砂場

ベルトコンベヤ

ストックヤード

土運搬船 浚渫船
バックホウ

■恒久堆砂対策は佐久間ダムの土砂を平常時に掘削・浚渫し、ダム下流のストックヤードへ運
搬・集積して、その土砂を洪水時にダムからの放流水で河川へ還元することを基本に検討を
進めている。

下流河川還元



当面 施設整備

堆
砂
対
策

佐
久
間
ダ
ム

秋
葉
ダ
ム

治
水
対
策

４）天竜川ダム再編事業 今後のスケジュール（案）

６

置土実験

堆砂工法の選定

スルーシング実証

堆砂施設の調査・設計

治水容量へ振替・
管理棟建設

増設放流設備の整備

堆砂対策施設の整備

▼ 事業完了▼

設置量は段階的に増加

現在（H30)

試験湛水治水計画検討

計画の点検・見直し

※今後の事業スケジュールについては、社会情勢の変化や事業展開に応じて変更の可能性が有ります。

現在、置土実験により土砂還元に伴う下流河川の影響等について調査を行っています。

今後、下流河川の影響等の確認とあわせ、計画の点検を行いながら事業を進めてまいります。

スルーシング



実施内容

放流設備 放流設備検討

洪水調節容量確保

排砂方法・施設の検討

実証実験

置土実験・モニタリング調査

計画内容

洪水調節

堆砂対策 恒久堆砂対策施設

効果の早期発現に向けた段階的対応の検討

５）事業の進捗状況

○予算執行状況

・Ｈ２９年度 ４．８２億円

・Ｈ３０年度 ４．８２億円

・Ｈ２９年度迄 約 １０９億円
（進捗率約１４％）

恒久堆砂対策施設の検討や排砂による環境への影響を把握するための置土実験・モニタリング調査とともに、事業
効果の早期発現に向けた検討を進めています。

置土実験

○実施予定内容

置土実験

○実施内容

配置計画
放流設備

恒久堆砂対策施設
設計

施 工

（用地・工事）

洪水調節
放流設備の検討

７
模型実験

○事業完了年度 平成３３年度

○総事業費 ７９０置円



○平成２９年度予算額

２．平成２９年度予算

１）実施内容

・４．２９億円 ※工事諸費等除く

工事費（約１．０）
①借地料・光熱費等（約０．９）

測量設計費（約４１７．６）

①洪水調節
・事業計画の詳細検討（約３０．０）

②堆砂対策
・排砂方法及び施設配置の検討（約９０．０）
・置土実験（約１５０．０）

③環境調査
・モニタリング調査（約３５．０）
・環境調査（約３０．０）

④管理施設
・管理庁舎設計（約６０．０）

⑤その他
・発注者支援（約１７．２）
・共通経費等（約５．４）

船舶及び機械器具費（約１０．５）
①電気通信設備維持保守点検等

・電気通信設備維持保守点検等（約７．８）

②その他
・共通経費等（約２．７）

(百万円）
当初

・佐久間詰所の借地料・光熱費

工事費（約０．６）
①借地料・光熱費等（約０．５）

測量設計費（約４１８．０）

①洪水調節
・事業計画の詳細検討（約３５．１） 実施数量の精査による＜増額＞

②堆砂対策
・排砂方法及び施設配置の検討（約９１．１） 実施数量の精査による＜増額＞
・置土実験（約１２７．４） 置土量の減による＜減額＞

③環境調査
・モニタリング調査（約２６．０） 落札差金による＜減額＞
・環境調査（約６４．３） 調査内容の追加による＜増額＞

④管理施設
・管理庁舎設計（約５８．９） 実施数量の精査による＜減額＞

⑤その他
・発注者支援（約９．８） 実施数量の精査による＜減額＞
・共通経費等（約５．４）

船舶及び機械器具費（約１０．５）
①電気通信設備維持保守点検等

・電気通信設備維持保守点検等（約７．８）

②その他
・共通経費等（約２．７）

・佐久間詰所の借地料・光熱費＜減額＞

変更

＋0.4

▲0.4

８

②共通経費等（約０．１） ②共通経費等（約０．１）

・４．２９億円 ※工事諸費等除く



２）事業実施箇所

９

平岡ダム

秋葉ダム

貯水池掘削

放流設備

佐久間ダム

置土実験

船明ダム

スルーシング実証実験

置土実験

工事用道路

堆砂対策施設

凡 例

H28以前実施箇所

H29実施箇所

H30以降



３）個別説明 置土実験（測量設計費）

■置土位置図

当初（百万円） 変更（百万円） 増減理由

約150.0 約127.4 → 約22.6減
前年度設置した置土が約7,000m3残存し、置土実験の計画量である
20,000m3となるように当年度の置土量を減らしたため。

１０

船明ダム

新豊根ダム

秋葉ダム

佐久間ダム

水窪川

大千瀬川

H28年度

■置土流出状況（佐久間地区:65.8k付近）

H29年度

平成29年度置土量：約13,000m3
(置土量計：20,000m3)

約7,000m3残存

河内川

置土設置状況
平成30年2月28日 撮影

平成29年10月22日 撮影

残置土
V=約7,000m3



３）個別説明 環境調査（測量設計費）

当初（百万円） 変更（百万円） 増減理由

約30.0 約64.3 → 約34.3増

①猛禽類の繁殖行動が確認され、抱卵期以降の調査を追加する必
要が生じたため。

②堆砂対策工法の変更に伴い、新たな工法に必要な施設を対象とし
た生物、植物等の環境調査を実施する必要が生じたため。

１１

残土処理場周辺(新規追加)

揚砂場(新規追加)

ストックヤード(新規追加)
動植物調査（猛禽類）調査状況

平成29年2月10日 撮影平成29年1月11日 撮影

新規調査範囲

凡例

①猛禽類調査の追加 ②堆砂対策工法変更に伴う環境調査の追加



１２

４）コスト縮減

 置土実験にて、実際の事業と同じ佐久間ダム貯水池の堆積土砂を使用するに
当たり、電源開発(株)により実施されている掘削工事で発生する土砂を使用した
ことで費用を削減。

電源開発(株)実施の掘削工事で発生した土砂
(約5,000m3)

置土実験として有効活用
（5,000m3×約400円/m3＝約200万円の縮減）

掘削積込
費用を縮減

掘削 積込 ダンプトラック運搬 現地敷均し

電源開発(株)の掘削工事 置土実験

 実験に使用する置土の粒度調整が可能
 ダム湖に堆積した土砂の有効活用

◎その他のメリット



３．平成３０年度予算

１）実施内容

１３

○平成３０度予算額

工事費（約１．２）
①借地料・光熱費等

・佐久間詰所の借地料・光熱費（約１．１）
②その他

・共通経費等（約０．１）

測量設計費（約３８７．６）

船舶及び機械器具費（約１２．４）

①電気通信設備維持保守点検等
・電気通信設備維持保守点検等（約７．９）

②その他
・共通経費等（約４．５）

(百万円）当初

・当初：４．０１億円 ※工事諸費等除く

①堆砂対策
・排砂方法及び施設配置の検討（約７０．０）
・置土実験（約１５０．０）

②環境調査
・モニタリング調査（約３５．０）
・環境調査（約３０．０）

③管理施設
・電気通信設備設計（約８０．０）

④その他

・発注者支援（約１６．５）
・共通経費等（約６．１）



２）事業実施箇所

※置土地点については、今後の事業展開により変更することがあります。

１４

平岡ダム

秋葉ダム

貯水池掘削

放流設備

佐久間ダム

置土実験

船明ダム

スルーシング実証実験

置土実験

工事用道路

堆砂対策施設

凡 例

H29以前実施箇所

H30実施箇所

H31以降



３）個別説明 排砂方法及び施設配置の検討（測量設計費）

【経緯】 佐久間ダムに流入する土砂の処置が可能な工法について、専門家からの意見・助言を聴くことを目的
として、平成28年2月に「天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会」を設立

【内容】 恒久堆砂対策工法に係わる検討・設計

【事業費】 約７０百万円

１５

■堆砂対策施設案の概要

平成２９年度 平成３０年度

 ストックヤード模型実験

 工程毎（揚砂場、ベルトコンベヤ、ストックヤード）の概略設計

 技術開発検討

ベルトコンベヤ発電

土運搬船の自動運航 等

 ストックヤード施設配置検討

 各工程毎の予備設計および全体構成の最適化案の検討

 堆砂対策施設の運用計画検討

 技術開発検討（実証実験に向けた検討）

ベルトコンベヤ発電

土運搬船の自動運航 等



佐久間ダム

Ｈ30置土予定箇所
（調整中）

３）個別説明 置土実験（測量設計費）

【経緯】 ダム直下から海岸までの物理環境・生物環境について検討するため、有識者・専門家で構成する天竜川ダム再編事業
環境検討委員会を開催（H18年度～H19年度）。環境検討委員会でモニタリング計画を立案し、実施計画を恒久堆砂対策
委員会（H27年度～実施中）にて検討。 → この計画に基づき置土実験を実施

【内容】 佐久間ダム下流約５kmに約２万m3を置土。置土の流出状況と河床状況の変化を把握

【事業費】 約１５０百万円

■置土位置図

船明ダム

新豊根ダム

秋葉ダム

佐久間ダム

水窪川

大千瀬川

H30年度

１６



３）個別説明 電気通信設備設計（測量設計費）

【経緯】 天竜川ダム再編事業により、洪水調節を実施するために電気通信設備が必要。

【内容】 電気通信設備設計

【事業費】 約８０百万円

１７

管理所候補地

候補地から上流の展望

候補地からダムの展望



天竜川ダム再編事業における取り組み

 佐久間ダム完成60周年を迎えたことを機に、平成28年度から天竜川勉強会を継続的に開催。
 天竜川ダム再編事業への地元理解を拡げるため、佐久間ダムの役割や天竜川の土砂等について講演。

会場の様子 パネル展示 １８

天竜川ダム再編事業における取り組み

開催概要

講演内容 その他実施内容

第1回 H28.10.19
(参加者 約190名)

 講演 佐久間ダムの果たす役割について
 講演 ダムを未来につなぐために必要なこと
 講演 流出土砂量の激減による遠州灘海岸の侵食

 佐久間ダム建設時の写真展（地元の方提供）

第2回 H29.2.16
(参加者 約110名)

 講演 堆積土砂対策の事業化に向けた経緯と有効利用
 講演 佐久間町におけるがんばらまいか佐久間の活動

 記録映画鑑賞 佐久間ダムの建設と暮らし
（施工業者より提供）

第3回 H29.8.29
(参加者 約100名)  講演 佐久間ダム完成60年後の佐久間を思う

 佐久間ダム堤体内見学会
 佐久間ダム建設時の写真展（電源開発提供）

第4回 H30.1.31
(参加者 約100名)

 浜松市よりエネルギー政策（エネルギー政策再生)
 天竜川ダム再編事業に関する内容紹介

 現地調査で確認された動植物写真展（国交省）

第5回 H30.8.2
(参加者 約100名)

 講演 人口が減少する中で農山村の集落を残すために
 講演 建設技術の発展に貢献した佐久間ダム建設の功績

 写真パネル展示

ダム見学




